ZEICBTHAT—D AT - INTUREF
HETEITMDHLEIZEET 2AEME
HREE

¥Rk 30F3A
MBI B XX ASER
AR VTS Y H—F






r_—]";

D=2+ 547« R"F2 (LT [WLBJ 09, ) ZHET S Lid, ©
BB AAEFENSEDRE . BEOMNEOHME - B LRSI oRNELEDTHY .
RURICIE, rmime, NORDICER Y L0 EdS 2RO R et 2 &
HTWL o THELRIHE T,

ZHETH WLB OHEME I T 7ok 2 Ze BURL 2N 32t S LTV E 3728, kDl
RAETEICB T DVEEOHEMEIT BT 21EF (A 27 FIEEH 64 5) 5 20 /%I
HEDONWT, A28 FEN D ESE ORI TS LA O B3 % FEI 3 5 &
B AL S XU BEFHFEFIC L D551F. WLBEZHEEST 246% (LT
TWLB ZHfiERE] Lo, ) ZNUSEHMET 2 BUE2 EhE S TV E T,

OB ZE LU THREICKIT S WLBEORHMZMRET 2L & LTWWET A, [F
FEICBWTIE, i ARMEICB N THEICHE LB FE A S T E
K

ARFEMRIZB N TIE, 5%, HFAIRFERIZBWTH EICHE U2 B3 E D
bb Lo, 2EBELRDIERENETIZDIC, ZEEMNTHLIEEL . BEH
T 2 E RO AR T 2E&E 2 FE M L E Lo, BRI, AGEE
MOBFANREEIZK L THE2 D14 o80T 0 THHREREE . FEICHIT 5 WLB
HEOHEMEICEE T HFHMIIE B O E K OEL A OF, EIZHE C =B oE ANz m i 7=
BAR 2 B FE I 2 R T5 & & b IiT, R E 0O 21T H 12
HOLELRLERERDLZEEHNE LE L,

EIEHICBWTIE, 7oy —FAESCe T U VB0 E 2B £ 2T, M
SEHE OB, REICBIT S [251F L) Z0REEGES WLB D IC &
ETRNR - BEEZET DS & & bIC, AR OB 2 4 % # 7 A EFR A~
BIL TV 72D HFREZHODVTIY £ELHTWVET,

B2 EIZB W TR, G AKLMEOFZEICI N T, [EOBGHIZ % U 72 BukE A3
EDHND KD, EOREICE T DM AFEMEA LT TORRORES, &
BEITBIT DREE el B AL MO AKFERICE T 2B EFIE 2 (258 R
£ LTV ELEDE L,

WLB S HE A 2 2 IS EEAM 4 2 BGRE 2N E O A 72 & 1 7 AN LRI & IS8 5
Lo, ZoFEMEREELNSEZERE LTUEHAESN., 5%, #2424 TWLB
OEN —J@HE N D Z & 2 HEF L £7,






BR

RERRORSA U+
FE1E REICBEHFET—7 - 347 - NFURAFHECKTMOKECET IRERTRER
B1E FHEOEHRUME

L A H B o 3
L2 R B 4
1.2.1 FHBE OB OFEREARE] oo 4
12,2 A TS e 5
1.2.3 GBS I 715 e 6
1.2.4 G FEREIRDL oo, 11
1.25 R A TR D B DT B I e, 12

F2E GERFEORHEHR
21 MHECEOBRMLEFAEERSI CTHWEXSDE 2 (IEHE) ... 13

2.2 [AIEAEZED WLB DB oo 16
221 PRBEMB CRIZBIEREDBEIE o, 16
2.2.2 WLBIZEHT DHIEE, HEBEIRTHISE oo 19
2.2.3 WLB BEE O FRERI FE DR .ot 21
2.2.4 FAEREHE DOEUFIRIL © BT oo, 23
2.2.5 FREEUR OREEE o, 28
226 BEDOHIGZHBICANTEBRRO IR 33

2.3 AFEFHEE DRI oo 35
2.3.1 AFEFHEEDBNIRDIL oo 35
2.3.2 AHBOAITAEEDNIIIE ST e 40

2.4 IR LT O UN T e 42
2.4.1 MUSFEA O BGRLOFRED oo 42
2.4.2 NAFEMREIE~DSNN « ZIERRBR o 44

25 HALOFTEIZE TS WLB ZHEME O BRI o, 50

26 DEE T U v R DR R 53
26.1 MAEOEHRLDOA BT 4 TRIF 53
2.6.2 MEOBHIC X D2EEDOEFR, TTEI~OE 54
2.6.3 HIHFAKFRICEM L T TZODER i, 54

£I3E ERUHMALXHHAKRAEDCRAERER

3. A I R e, 55
K O T =~ SRR 55
3.1 2 B R o, 55
3.1.3 FIFEHEICBIT DR MM 2B S EI A EE e, 59

3.1.4 HBIFEFIZEIT H WLB FElE H AL AES OIS 60



3.2 HU T A I R T A A T e 62

3.2.0 TR e, 62
3.2, 2 B R o, 62
FA4E 2HERE
4.1 MSFHROBGLIC K BFBERED A 2T 4 TR 74
A1 T BB 74
A4.1.2 SO TTIINE 76
A.1.3 BT = H 77
4.2 MEFHIOBRIC L D EOER - ITEI~DE 81
4.2.1 AT« BB 81
4.2.2 SO TTIINE 82
4.2.3 BT = H 82
4.3 NNAGEEL O BU 2 #5 A FRICEB L TS DD R 90
4.3, 1 AT © BB 90
4.3.2 SO TTIINE 91
4.3.3 BT T = H 92

F28 ERUOMAXIKEARICESTLIMAFMOMBHEED-HOSEZEHNE

= G 5 ) 99
F1E AHFAZIZETAWBE%#HET H2ENDTM
1.1 EHORHZEIZBTDRST 47 « T 72 a OO 100
1.2 [EHIZH T 2 0N A EE O BUH O BEEE N ONBGREIR T o, 105
1.2.1 B DA e 105
1.2.2 BRI ottt 107
1.2.3 S AU D R e 107
F2E BREZFIZHEIT5WB EHEDEDTM
2.1 BB FITBIT DR 72 B B B 5 109
2.2 HIFEFITHIT S WLB B H AL A EI S OB o 110
E£3E ANHFKIZET S WB EHELZED T
3.1 MG AILHIRIZ I T D WLB EHEME R ZE O FEMIZ£R D BUR DL .o 112
3.2 M AIFRIZIIT D WLB FEHEERZEDOFHMO FH oo 114
3.2 L B D e 114
KT < L1 ST 117
302,83 T oo 121
BB 127

BRI 171



. EXREHEES

. EXAE HER

. EERMMRAE HEER

. WMANHKEAREMKREE AEE
. BEXRETY UJHREERR

. Eo#EEeT7) U JREEB
AN EREGEET Y VI REIEEB

N O o b 0N =2



	調達におけるワーク・ライフ・バランス等推進企業評価の推進に関する調査研究報告書0325最終稿修正
	調査結果のポイント
	第１部　調達におけるワーク・ライフ・バランス等推進企業評価の推進に関する調査研究結果
	第1章 調査の目的及び概要
	1.1 調査目的
	1.2  調査概要
	1.2.1 調査の視点及び実施体制
	1.2.2 調査手法
	（1） 企業調査
	（2） 国調査
	（3） 地方公共団体調査

	1.2.3 調査対象抽出方法
	（1） 企業調査
	（2） 国調査
	（3） 地方公共団体調査

	1.2.4 調査実施状況
	（1） 企業調査
	（2） 国調査
	（3） 地方公共団体調査

	1.2.5 報告書をみる際の注意点
	（1） 数値の見方
	（2） 検定
	（3） 留意点



	第2章  企業調査の調査結果
	2.1 回答企業の属性と調査結果分析で用いた区分の考え方（郵送調査）
	（1） 回収状況
	（2） 回答企業の属性
	（3） 郵送調査の調査結果分析で用いた区分の考え方

	2.2 回答企業のWLBの取組状況
	2.2.1 認定種別で見た回答企業の属性
	（1） 社員数等の人数
	（2） 業種
	（3） 営業年数

	2.2.2 WLBに関する制度、推進体制等
	（1） 週労働時間60時間以上の正社員割合
	（2） WLBに関する制度・取組
	（3） WLB関連部署や施策等

	2.2.3  WLB関連の認定制度の認知
	（1） 各種認定制度の認知状況

	2.2.4 各種認定制度の取得状況・意向
	（1） 取得している認定制度
	（2） 取得検討中・申請中の認定制度
	（3） 認定制度取得を検討していない理由
	（4） 認定制度の取得のメリットを感じない理由
	（5） 今後の認定取得意向

	2.2.5 認定取得の概要
	（1） 認定取得の目的
	（2）  認定取得の働きかけを行った部署
	（3） 国の認定の取得を視野に入れて行った取組

	2.2.6 認定の取得を視野に入れた取組の効果
	（1） 国の認定の取得を視野に入れた取組による効果


	2.3 公共調達の状況
	2.3.1 公共調達の参加状況
	（1） 国や地方公共団体の入札参加資格等の保有状況
	（2） 一般競争入札（総合評価落札方式）・企画競争による入札等への参加・受注実績
	（3） 総売上高に占める国からの受注総額の割合
	（4） 平成28年度の国や地方公共団体の案件の受注実績の傾向

	2.3.2 今後の公共調達の位置づけ
	（1） 今後の経営戦略における国や地方公共団体からの受注の位置づけ
	（2） 国や地方公共団体からの受注総額の割合についての考え


	2.4 加点評価について
	2.4.1 加点評価の取組の認知
	（1） 加点評価の取組の認知状況
	（2） 加点評価についての認知経路
	（3） 加点評価の取組を受けて認定を取得・申請検討状況

	2.4.2 加点評価案件への参加・受注経験
	（1） 「加点評価している案件への参加・受注経験
	（2） 加点評価の取組による影響
	（3） 希望する加点評価の加点割合
	（4）  加点評価の取組が地方公共団体の調達に広まることへの期待


	2.5 自社の調達におけるWLB等推進の取組状況等
	（1） 調達基本方針や調達基準の取組の実施・公表状況
	（2） 取引先からの調達における価格以外の要素の評価状況
	（3） 物品や役務等の調達において、取引先に求める事項
	（4） 自社調達において「女性活躍の推進」「WLBの推進」等を求める場合、導入にあたり課題となる点
	（5） 自由回答

	2.6  企業ヒアリング調査の結果
	2.6.1 加点の取組のインセンティブ効果
	（1） WLB等推進企業の声
	（2） 取得予定企業の声

	2.6.2 加点の取組による企業の意識、行動への影響
	（1） WLB等推進企業の声
	（2） 取得予定企業の声

	2.6.3 地方公共団体に展開していくための方策
	（1） WLB等推進企業の声
	（2） 取得予定企業の声



	第3章  国及び地方公共団体調査の調査結果
	3.1 国調査結果
	3.1.1 調査対象
	3.1.2 調査結果
	（1） WLB等推進企業を調達において評価する取組導入の際の内部規程やマニュアル等の策定、通知等の発出
	（2） WLB等推進企業を評価する項目の配点例や配点表の設定有無
	（3） WLB評価の取組開始にあたり実施した取組等
	（4） WLB評価の取組を実施することによる効果
	（5） WLB等推進企業が発注先候補となる機会の増大に向けて行った取組
	（6） WLB評価項目以外で特定の政策目的を達成するために独自に設定した加点対象項目

	3.1.3 各府省等における特徴的な配点割合等
	3.1.4 各府省等におけるWLB評価項目配点割合の傾向等
	（1） 物品役務等（総合評価落札方式）
	（2） 物品役務等（企画競争）
	（3） 物品役務等（総合評価落札方式＋企画競争）
	（4） 公共工事等（総合評価落札方式）


	3.2  地方公共団体調査結果
	3.2.1 調査対象
	3.2.2 調査結果
	（1） 国の取組に準じた加点評価の取組状況
	（2） 国の取組に準じた加点評価の取組実施（検討）にあたり実施した手順（手法）等
	（3） 国の取組に準じた加点評価の取組実施（検討）にあたり、配点など制度設計の参考としたもの（予定含む）
	（4） 加点評価の実施要綱等の策定有無
	（5） 加点評価の実施要綱を定めていない理由
	（6） 加点評価の配点表、配点例の策定有無
	（7） 加点評価の配点表、配点例等を定めていない理由
	（8） 平成28年度に国の取組に準じた加点評価を行った案件
	（9） 国の取組に準じた加点評価の取組実施により見込まれる成果
	（10） 国の取組に準じた加点評価の取組を実施する中での課題
	（11） 国の取組に準じた加点評価の取組実施に関連した、希望する国からのサポート
	（12） 国の取組に準じた加点評価の取組実施に向けた進捗状況
	（13） 国の取組に準じた加点評価の取組開始に向けて課題となっていること
	（14） 国の取組に準じた加点評価の取組実施に期待する成果
	（15） 国の取組に準じた加点評価の取組実施に関連した、希望する国からのサポート



	第4章  全体総括
	4.1 加点評価の取組による認定取得のインセンティブ効果
	4.1.1 分析・考察結果
	4.1.2 今後の方向性
	4.1.3 関連データ
	（1） 企業調査の結果
	（2） 国・地方公共団体調査


	4.2 加点評価の取組による企業の意識・行動への影響
	4.2.1 分析・考察結果
	4.2.2 今後の方向性
	4.2.3 関連データ
	（1） 企業調査の結果
	（2） 国・地方公共団体の結果


	4.3 加点評価の取組を地方公共団体に展開していくための方策
	4.3.1 分析・考察結果
	（1） 加点評価の取組が地方公共団体の調達へ広がる効果と国への支援ニーズ
	（2） 認定制度の認知度等の向上、認定取得に向けた支援

	4.3.2 今後の方向性
	（1） 加点評価の取組が地方公共団体の調達へ広がる効果と国への支援ニーズ
	（2） 認定制度の認知度等の向上、認定取得に向けた支援

	4.3.3 関連データ
	（1） 企業調査の結果
	① 加点評価の取組が地方公共団体の調達に広まることへの期待
	② 認定取得の働きかけを行った部署（再掲）
	③ 認定取得を検討していない理由（企業規模別）
	④  認定取得を検討していない理由（取得無企業）
	⑤ 認定取得を視野に入れた取組の内容
	（2） 地方公共団体調査の結果



	第２部　国及び地方公共団体における加点評価の取組推進のための参考資料集
	はじめに
	第1章 公共調達におけるWLB等を推進する企業の評価
	1.1 国の調達におけるポジティブ・アクションの取組の経緯
	（1） 男女共同参画担当大臣から各府省への検討要請（平成22年２月）
	（2） 「第３次男女共同参画基本計画」での位置づけ（平成23年12月）
	（3） 「今後の取組事項について」 （平成24年３月14日男女共同参画会議決定）
	（4） 「政府に求める今後の取組事項について」 （平成25年４月26日男女共同参画会議決定）
	（5） 「女性の活躍推進に向けた公共調達及び補助金の活用に関する取組指針」（平成26年８月５日男女共同参画推進本部決定。以下「旧取組指針」という。）
	（6） 公共調達におけるWLB等を推進する企業をより幅広く評価する枠組みの検討
	（7） 女性活躍推進法の成立以降の取組

	1.2  国における加点評価の取組の概要及び取組状況
	1.2.1 取組の概要
	1.2.2 取組状況
	1.2.3 期待される効果


	第2章  各府省等におけるWLB等推進企業の評価
	2.1 各府省等における特徴的な配点割合等
	2.2 各府省等におけるWLB評価項目配点割合の傾向
	（1） 物品役務等（総合評価落札方式）
	（2） 物品役務等（企画競争）
	（3） 物品役務等（総合評価落札方式＋企画競争）
	（4） 公共工事等（総合評価落札方式）


	第3章 地方公共団体におけるWLB等推進企業の評価
	3.1 地方公共団体におけるWLB等推進企業の評価に係る取組状況
	3.2 地方公共団体におけるWLB等推進企業の評価の事例
	3.2.1 東京都
	3.2.2  香川県
	3.2.3  横浜市


	参考資料
	資料１
	資料２
	資料３
	資料４
	資料５
	資料６
	資料７
	参考１
	参考２
	参考３－１
	参考３－２
	参考３－３
	参考３－４
	参考３－５
	参考３－６

	資料編
	１．企業取組事例
	２．企業調査　調査票
	３．国　質問紙調査　調査票
	４．地方公共団体　質問紙調査　調査票
	５．企業ヒアリング調査項目
	６．国の機関ヒアリング調査項目
	７．地方公共団体ヒアリング調査項目





